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多機能融合型の図書館における利用行動と居場所づくり

施設機能と利用行動から考える
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日本図書館研究会 2025年度図書館学セミナー

「複合施設と図書館」
～複合施設における図書館の役割と可能性～
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調査研究の対象

・公共図書館：東海・北陸・信越・近畿・東北・中国など 約85館
・大学図書館：東海・近畿・関東など 11館＋3館
・学校図書館：東海・近畿・北陸・関東など 約20館

設計実績

1）珠洲市民図書館・すずキッズランド 建築設計・家具設計 2021.3
2）亀山市立図書館 家具設計 2023.1
3）茅野市立永明小中学校メディアセンター 家具設計 2024.5
4）立誠図書館 家具設計 2020.7
5）新御殿場市立図書館 建築設計・家具設計 2026.7予定

珠洲市民図書館

茅野市永明小中学校

亀山市立図書館

立誠図書館

■はじめに

・公共図書館：貸出型 → 滞在型 → 課題解決型

・大学図書館：個人学習 → ラーニングコモンズ

↓

「場」としての図書館への関心が高まっている

↓
• 図書館を含む複合施設が単なる「合築」ではない。
• 単独館で現れない施設サービスへの需要の掘り起し。
• 今まで利用していな人たちへの利用のきっかけ。

↓
様々な視点に基づく事例報告と利用行動の調査結果

↓

これからの多機能融合型図書館を論考する
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1.図書館施設の整備状況

1）図書館施設調査の報告

2）最近整備された図書館と施設形態

4

図書館施設調査の報告1 ■都道府県別の新設図書館数

・地域に偏りはなく、全国で整備が進められている。
・東京が多く、大阪、福岡が少し多い。

参考文献
1）第45回図書館建築研修会（2024年度）「図書館をどうつくるか、いまある図書館をレベルアップするために」日本図書館協会、2025.2
2）第43回図書館建築研修会（2022年度）「よい図書館をつくる－多機能融合型の図書館を考える」日本図書館協会、2023.2 5

図書館施設調査の報告2 ■館の種類、複合形態とその相手

・中央館45％と地域館・
分館55％と同程度の割
合。

・複合施設の割合が8割
を超えている。

・複合施設の相手は、公
民館、ホール、庁舎が多
く、次いで子ども関連施
設。

・商業施設と、飲食系商
業施設を合わせると約2
割。
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図書館施設調査の報告3 ■床面積、開架面積、収蔵冊数、座席数など

・中央館より地域館・分館が少し多いので、小規模な施設が少し多い。

7

2.複合型図書館の事例紹介

1）気仙沼図書館（宮城県）

2）瀬戸内市民図書館（岡山県）

3）恩納村文化情報センター

（恩納村立図書館、沖縄県）

参考文献
E2269 - 地域の拠点としての図書館施設：国立国会図書館の調査研究
カレントアウェアネス-E No.392 2020.06.11
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気仙沼図書館 （設計：岡田新一設計事務所）

建物外観

森のひろば
2階開架室

9 10

カフェ・フリースペース 児童コーナー 展示架

市の形をしたテーブル 窓際カウンター席 ランドセル置き場

通り抜けできるお話し室 子どもセンターのボルダリング 木のボールプール

気仙沼図書館 （設計：岡田新一設計事務所）

瀬戸内市民図書館 （設計：香山建築研究所）
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• 「としょかん未来ミーティング」は、
2011年11月に第1回目を開催し、合計

12回も行っている。

• 開館前に「つなげよう みんなの大好きな
本」というイベントを図書館サポーターが
開催し、機運を盛り上げた。瀬戸内市民図書館より

一般開架と展示ケース付き書架

建物外観 オリーブの庭

床面に埋め込めれたレプリカ せとうち発見の道（座席）

人形劇が行える
「つどいの部屋」 喜之助ギャラリー

ラウンジ・カウンター ラウンジ ラウンジ・木のボールプール

書架サイン-テーマ（タイトル）

隠れ家的こどもの本のスペース
12

瀬戸内市民図書館
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恩納村文化情報センター （設計：名工企画設計）

3階 海が見えるカウンター

外観

1階 観光案内

2階 一般開架
13海に面したカウンター席 海をイメージしたお話室

13

タッチパネル式 キオクボードとキオクバンク

ブックストック マップナビ

デジタル情報 イベント情報 事務室 14

3. 図書館を含む複合施設の利用状況

1）塩尻市市民交流センター「えんぱーく」
（塩尻市立図書館、長野県）

2）尾張一宮駅前ビル「i－ビル」
（一宮市立中央図書館、愛知県）

3）市民交流プラザふくちやま「ききょう」
（福知山市立図書館中央館、京都府）

4）安城市中心市街地拠点施設「アンフォーレ」
（安城市図書情報館、愛知県）

15

塩尻市立図書館（えんぱーく：塩尻市市民交流センター）

「図書館」「子育て支援・青少年交流」「シニア活動支援」「ビジネス支援」「市民活動支援」の5
つの重点分野が複合した市街地再開発ビル。
駐車場は道路を挟んだ市営駐車場が6時間無料。

建物外観

16

市民ギャラリー

休憩スペース子育て支援センター

壁柱で囲まれた吹抜け一般開架 閲覧席

尾張一宮駅前ビル（愛称「ｉ－ビル」）は、ＪＲ尾張一宮駅に隣接し、尾張西部の中核都市の新
たな玄関口として誕生、図書館や子育て支援センターなどの複合的な施設で、多用途に利用
できるのが特徴。駐車場は図書館利用者は1時間無料で、以降は30分で100円。

建物外観

シビックテラス一般開架 児童開架

ブラウジング
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7階パティオ

6階学習室

6階階段下

一宮市立図書館（i－ビル） ■ 塩尻と一宮の交通手段と利用者層の割合（全体）

・過去の調査は車が7割であったが、一宮は車が約4割、塩尻65％。
・一宮は徒歩、鉄道もそれぞれ約10％増となっている。
・立地と駐車場の問題が大きく影響していると考えられる。

・一宮は主婦が約10％減少し、高齢者が増加。
・主婦は家族連れでの利用が多く、「近さ」を優先していた。
・主婦層は図書の貸出が主目的、男性層は移動するか本を購入。

↓
・一宮では家族連れの主婦の利用が減少しているのでは？

18
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3階

子育て
支援

塩尻市立図書館

会議室
学習室

イベント

児童開架 19

市民交流プラザ「ふくちやま」

・1,2階に中央図書館3,4階に公民館、子育て支援、ハ
ローワークなどの機能との複合施設。
・図書館と共用部は1階の自動ドアで仕切られている。
・図書館内から3,4階上がることはできず、1階で図書
館を出てから3,4階に上がる動線となっている。

1階 閲覧席

1階 森cafe

外観写真

1階 閲覧席1階 児童開架 2階 閲覧席

3階 ラウンジコーナー

20

3階 中庭 3階 中庭

1階平面図
（児童開架）

2階平面図
（一般開架）

3階平面図

4階平面図

21

エントランスホール

安城市図書情報館・アンフォーレ

・1階はフリースペース、カフェ、
ホール、多目的室。

・2～4階まで図書情報館。

・2階は児童開架、新聞、雑誌。
・1階から最上階まで吹き抜けで、
全体的に「にぎわい」のある空間。
・全フロア、飲食OK。

1階 フリースペース

3～4階 開架室
外観写真

3階一般開架

22

子育て支援

23

■利用者層の分布と階構成

• 各利用者層によって利用するフロアや図書館内のコーナー、共用部の利
用や分布に偏りが生じている。

• 児童層は児童開架全体、学生層は勉強目的で閲覧席・学習室・共用部、
成人男性層は一般開架全体、成人女性層は児童も含む開架全体、高齢
者は新聞雑誌を中心に開架全体に分布。

■学習室のフロア配置と学習利用の分布
• 学習室があれば、共用部でも図書館内でも学生の利用が集中。
• 学習室が共用部にあると図書館内と学習室で学生が使い分ける。

■図書館と共用部の階構成と利用者層

• 図書館と共用部が同一階にあると、共用部は児童層や成人男女層など
各利用者層が分布。

• 図書館と共用部が異なる階にあると、共用部は学生層が多くなるなど、
利用者層（利用内容）に偏りが生じている。

• 図書館と共用部が異なる階にあっても、塩尻のように上階の共用部と同
一階に出入口があれば、共用部は各利用者層が利用。

複合施設の空間構成と図書館利用 （まとめ）

24
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複合施設の図書館利用とついで利用 （図書館雑誌2016年4月号）

■複合施設のついで利用
・複合施設全体では図書館を使わない人は約15％
・図書館と他の施設を利用するついで利用者は15～20％。

↓

・図書館のある複合施設では約8割の利用者が図書館を利用。
・ついで利用者は約2割となり、図書館利用者が大半を占める。

↓

複合施設といえども、よい図書館を計画しなければ
図書館も利用されず、複合施設全体の利用率も下がるといえる。

■ゆるやかな連携とついで利用
・塩尻は吹抜けがあり、壁やガラスで各機能が仕切られていない。
・図書館を含むついで利用が約3割と他の施設に比べて多い。

↓
ゆるやかに連携した複合施設では、単独館では現れない施設

サービスへの需要が掘り起こされ、今まで利用してこなかった人た
ちに、施設利用のきっかけを与えることができるか。（今後の課題）25

4.開架エリア内での滞在行動と平面構成

1）開架エリアのタイプ別の利用状況

2）開架エリアでの滞在場所

3）開架エリアの平面構成と滞在利用の内容

4）一般利用者と児童の座席選択

26

珠洲

開架エリアの空間構成

27

調査概要

28

利用者属性別にみた図書館利用の動向

珠洲は学生が少なく、神戸は高齢者が多い 個人とグループの同伴形態は変化なし

神戸はどの属性も滞在時間が短い 神戸は20分以内が５０％を占める 29

開架エリアでの利用者の滞在場所と行為割合

着座行為率（着座人数/滞在者数）は60～70％程度で推移している。
↓

滞在時間は多少差があったが、着座行為率はあまり差がない
30
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開架エリアでの利用者の滞在場所と行為割合
各館の利用者属性別の行為割合 各館の利用者属性別の滞在場所

珠洲は学生が少ないため勉強行為が少ない

珠洲は学生が少なく、小諸・亀山・神戸は
各階で偏りはあるが、全体の合計は滞在
時間の長い学生が多く、属性の割合に大
きな差はない。

26種類の行為を読書行為、探索行為、勉

強行為、会話行為、作業行為、移動行為、
その他に集約。

↓
開架エリアの平面構成が異なるが、小諸・
亀山・神戸の行為割合に大きな差がない

↓
開架エリアの平面構成や空間構成が異
なっても利用者の行為内容は変化しない31

座席タイプからみた利用者層と着座行為

神戸は「単独・机あり」が約6割も
占めている。

珠洲と亀山は「グループ・机あり」が4～5割で、単独
机ありと単独机なしは2割、小諸はどれも約3割。

「単独・机あり」は【勉強＋作業行
為】、「単独・机なし」や「グループ・
机なし」は【読書＋探索行為】に割
合が偏っていた。「グループ・机あ
り」は特定の行為に偏らず、幅広
い行為が行われていた。

「単独・机あり」は、長時間滞在の
学生層が多く利用するため、特定
の座席タイプに偏ると利用者が求
めている座席を選択できない。

↓

32

移動経路と滞在場所からみた利用者の拠点形成（追跡調査）

一般：手にした本近くの空席を利用せず離れた座席を選択

一般：新聞・雑誌を読む場合は近くの座席を選択 児童：資料の種類に関わらず本の書架近くの座席を選択

33

まとめ：①開架エリアの空間構成と利用者の行為内容と滞在場所

34

まとめ：②座席タイプと利用者の着座行為と座席選択

35

まとめ：③座席タイプと利用者の着座行為と座席選択

座席の種類は偏りなく、様々なタイプをバランスの良い割合で計画する必要がある
36
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5.複合施設の階構成と利用者の居場所選択

1）図書館と他施設の利用状況

2）滞在者分布と行為割合

3）図書館利用者の他施設への動線

4）立体的にみた滞在場所と移動経路

37

調査対象館

調査対象館の施設構成 38

各施設の図書館と他施設の利用状況

・調査当日＋過去も含めると、図書館と他施設を合わせて利用している
利用パタンは、亀山と黒部で4割、綾部では6割となっている。

・図書館利用者は黒部で少し低いが、亀山・綾部は8割を超える。

・図書館＋他施設は、綾部が3割と高く、黒部は他施設のみが2割と多く、
複合している他施設によって、利用に差が生じている。

39

滞在分布と行為割合

40

・どの施設でも、各階で行為の分布に、少し偏りが生じている。

滞在分布と行為割合

・図書館エリア内での行為割合に大きな差はない。

・施設全体の行為割合は複合相手の他施設により変化している。 41

（綾部）

利用動線の重なりがみられる

（亀山）

利用者動線の重なり子育て利用者

EVを利用、動線が異なる （黒部）

図書館利用者の主要動線からみた他施設利用状況

綾部:図書館と他施設は向合う位置

亀山:ほぼ同じ動線

黒部:他施設はEV利用が多い

図書館利用者と他施設
利用者の動線が類似

42
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滞在場所と移動経路

多機能融合型図書館では、図書館を含む様々な施設機能を同フロアに設け、別
のフロアにいても、お互いの様子をうかがえるような施設計画が好ましい。

立面方向：起点の1階から上階へのEV利用が多く、階を通り過ぎる。
平面方向：同一フロアにあると相互利用が多い。

各館の施設構成モデルと立面方向・平面方向における利用行動の模式図

43

6．地域内でみたビフォー・アフターの
図書館利用動向

1）ながはま文化福祉プラザ
（長浜図書館、滋賀県）

2）珠洲市民図書館・すずキッズランド
（石川県）

44

長浜さざなみタウン（長浜図書館）

45

エントランスホール エントランスホール

1階開架 1階雑誌コーナー

1階YAコーナー 1階YAコーナー

2階開架 2階開架

2階開架2階サイレントルーム

1階工作室 1階和室外観

・中央館となった長浜の圏域が広くなった。

・高月の圏域が狭くなったが、他の4館ではあまり変化はみられなかった。

各図書館の50％・80％累積距離の広がり

46

・2019年は長浜地区から地区外の図書館の利用が多い。

・2020年は地区外から長浜への利用が増加している。

・中央館（長浜）の利用が増加しながら、地域館も継続して利用されている。

・単館利用から複数館利用になった「分散利用者(6％) 」

・複数館利用から単館利用になった「集約利用者(6％) 」

・以前利用していて利用しなくなったが、
再び利用しはじめた「再開利用者(5％) 」

・新しく利用を始めた「新規利用者(12％)」

利用する図書館が変化した利用者 → 約30％

・もともと単館利用の利用者「単館変化なし(36％) 」

・もともと複数館利用の利用者「複数館変化なし(35％) 」

利用する図書館が変化していない利用者 → 約70％

中央館新設による利用する図書館利用の変化

47

主婦と有識者層に多く、理由は「距離が遠い」に次いで、「交通の利便性
が悪い」や「駐車場が使いにくい」など、交通面に関する理由が多い。

→

→ 有職者層と高齢者に多く、理由は「距離が遠い」が最も高い。

珠洲市民図書館・すずキッズランド

ブラウンジグ サービスデスク 一般開架 すずなりラウンジ

親子ソファ 児童サークル架 48ブックウオール児童開架

外観
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調査概要（珠洲市は2018年と2021年に調査）
能登町⽳⽔町輪島市2021年度珠洲市2018年度珠洲市

273270183210426200247200247200都市⾯積(㎡)
151757754236831247614587⼈⼝(⼈)

能登町⽴図書館⽳⽔町⽴図書館輪島市⽴図書館珠洲市⺠図書館珠洲中央図書館図書館名
39030572822571214延床⾯積（㎡）

9:00-18:009:00-17:459:30-18:009:00-18:309:00-18：00開館時間(平⽇)
9:00-17:009:00-17:459:30-17:009:00-18:309:00-17:00開館時間(⼟⽇祝⽇)

36000/2900037000/34000154000/66000100000/5600071000/44000蔵書冊数/内開架（冊）
アンケート調査

能登町⽴図書館⽳⽔町⽴図書館輪島市⽴図書館珠洲市⺠図書館珠洲中央図書館図書館名
2021/10.102021/9.252021/9.252021/9.252018/10.20調査⽇

104(21)37(6)100(22)368(47)54(12)来館者数（うち児童）
104(21)30(7)82(21)316(38)54(12)配布数（うち児童）
83(18)30(7)80(21)306(38)48(11)回収数（うち児童）

21736526断られた⼈（⼈）
80%100%98%97%89%回収率（％）

珠洲市民図書館

能登町立図書館

輪島市立図書館

穴水町立図書館

奥能登4地域の
50%・80%累積距離

奥能登4地域の
地区別利用者の広がり

49

2021年 2021年

珠洲市民図書館の新設移転と利用変化

新設移転と利用図書館の変化
・変化なし ：65％

→ 本の貸し借り、近さ
・新規利用：20％

→ 有職男・女、併用利用
・変化あり ：15％

→ 併用利用、使い分け利用

変化なし

• 4 館とも地区内利用者が主。
• 利用者は「距離の近さ」で図書館を選択。
• 館内環境に大きな不満がない。

• 新規利用者の多くは有職層。
• 滞在行為や複合施設の利用など特定の

目的で図書館・施設を利用。
• 他図書館・施設と併用して利用が多い。

• 併用利用の利用者は、すずキッズラン
ド利用、図書の充実度で新珠洲を利用。

• 輪島･能登･穴水は距離の近さで利用。
• 目的によって図書館を使い分けている。

新規利用

変化あり

50

7．図書館を含む複合施設の
ビフォー・アフターの利用動向

1）なでしこ文化芸術センター
（神戸市立西図書館、兵庫県）

2）キットテラス亀山
（亀山市立図書館・三重県）

3）あやテラス
（綾部市図書館・京都府）

4）くろべ市民交流センターあおーよ
（黒部市立あおーよ図書館、富山県）

51

⻲⼭市⽴図書館 神⼾市⽴⻄図書館
調査対象館と調査概要

旧⻲⼭市⽴図書館 旧神⼾市⽴⻄図書館

新⻲⼭市⽴図書館 新神⼾市⽴⻄図書館

1階 一般開架

1階 一般開架

1階 交流モール 2階 一般開架

3階一般開架4階カウンター

2階本の列車
「KAMEYAMA号」1階一般書架エリア

休憩コーナー
（飲食可能）

3階一般開架

52

各館における利⽤圏域の新旧⽐較 /利⽤圏域の広がり(神⼾市⽴⻄図書館)

【旧神⼾】利⽤者の分布 【新神⼾】利⽤者の分布

・距離分布は変化なし
・垂水区・須磨区からの利用者が微増
・遠方からの利用者が増加

50％累積距離：1.86km

80%累積距離：3.03km

50％累積距離：2.00km

80%累積距離：4.82km

神⼾の累積距離の新旧⽐較 53

【新神⼾】
【旧神⼾】

出典：Google map

・旧館から新館へ
315m移動

各館における利⽤圏域の新旧⽐較 /利⽤圏域の広がり(⻲⼭市⽴図書館)

【旧⻲⼭】利⽤者の分布 【新⻲⼭】利⽤者の分布

・利用圏域は拡大
・鈴鹿市・津市など、市外からの利用者が増加
・主要道路沿いに利用者が増加

50％累積距離：2.93km
80%累積距離：4.03km

50％累積距離：3.68km
80%累積距離：7.60km

⻲⼭の累積距離の新旧⽐較 54

【新⻲⼭】

【旧⻲⼭】

・旧館から新館へ
約1㎞移動
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各館における利⽤圏域の新旧⽐較 /交通⼿段と利⽤状況の変化
図書館別の交通⼿段

各館の利⽤状況パターン

「変化なし」：新設移転前後での図書館の利用の仕方に変化がなかった利用者
「変化あり」：新設移転前後での図書館の利用の仕方が変化した利用者
「新規利用」：今まで調査対象館を利用していなかったが新設移転によって新しく利用し始めた利用者

・車での利用者が減少している
・電車での利用者が増加している

・徒歩での利用者が増加している
・車での利用者が減少→車利用者がいる

・新亀山 → 変化なしが53％と少なく、変化あり・新規利用が多い

・新神戸 → 変化なしが約7割で既往研究と同じ割合

55

調査概要

56

各館における利⽤圏域の新旧⽐較 /利⽤圏域の広がり(綾部図書館)

【旧綾部】 【新綾部】

綾部駅

旧綾部

780m 

新綾部

140m 

80%累積距離
(3.75km 拡⼤)

820m 

57

各館における利⽤圏域の新旧⽐較 /利⽤圏域の広がり(⿊部市あおーよ図書館)

【旧黒部】 【新黒部】

旧黒部

新黒部駅

1900
m 

新黒部駅

新黒部
1500m 

80%累積距離
(1.17km 拡⼤)

700m 

58

市内外問わず 広範囲に分布 し、多方面の図書館を利用する ように変化

複数館利用者の居住地と利用館の位置関係（市外へ広がる）

59 新館利用者のほとんどが 近隣から であるため、市区内に分布 している

複数館利用者の居住地と利用館の位置関係（市外へ広がらない）

60
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周辺地域の蔵書数と利用圏域の広がり

80％累積距離と8km 圏の地域蔵書割合

調査館周辺の図書館設置状況と地域蔵書割合

地域蔵書割合：
8km・16km圏内にある図
書館の蔵書冊数の合計
に対する自館の蔵書冊
数の割合
（自館蔵書/地域内蔵書）

・地域蔵書割合が高い（周辺に図書
館がない）場合は、アフターの利用圏
域が広がる。

・地域蔵書割合が低い（周辺に図書
館が多い）場合は、アフターの利用圏
域も広がらない。

61

8.利用者数の想定と「音」のゾーニング

1）ビフォー・アフターの調査結果から予測

2）利用状況に関する調査結果から予測

3）図書館における「音」のゾーニング

62

2）利用者数の想定 ■ビフォー・アフターの調査結果から予測

旧長浜図書館の内観 新長浜図書館の内観

旧珠洲市立中央図書館の内観 新珠洲市民図書館の内観

旧亀山市立図書館の外観 新亀山市立図書館の内観

旧神戸市立西図書館の内観 新神戸市立西図書館の内観

図書館1.5～2.3倍

施設全体2.0～2.6倍

63

【単独】 【複合】

【単独】 【複合】

【単独】 【複合】

【複合】 【複合】

①各館の調査当日の貸出利用状況

②利用人数の予測シミュレーションと必要な施設サービス

2）利用者数の想定 ■利用状況に関する調査結果から予測

④平日・休日の交通手段（一般）③曜日別の来館者数（一般）

• 最も高いピークでもその日の総来
館者数の20％を超えることはなか
った。 （愛知・三重・岐阜・滋賀）

↓

• 今までの研究成果より、調査を行
った日の総来館者数の概ね60％
が貸出者数となる。

↓

• 目標とする貸出密度から求めた
平均的な1日の貸出利用者数を
60％で割戻し、その人数に20％
を掛ければ、1日で最大の滞在ピ
ーク人数が想定できる 。

↓

各館で滞在者を想定することが可能
↓

• ピーク時の駐車台数

• ピーク時の着座人数

↓

• 座席占有率から座席数を想定
中井孝幸、川島宏、柳瀬寛夫：『JLA図書館情報学テキストシリーズⅢ、

12図書館施設論』、pp.49－50、日本図書館協会、2020.3 64

図書館における「音」のゾーニング

「低音域」の音の回折

「高音域」の直進性と空間・内装の対応

中井孝幸：図書館における「音」をどう包含するか. カレントアウェアネス.
2024, (360), CA2060, p. 2-4. https://current.ndl.go.jp/ca2060

静の空間 動の空間緩衝帯

珠洲市民図書館・
すずキッズランド

新聞 地域資料

児童雑誌

YA

▼

65

平面構成による
横方向の音のゾーニング

亀山市立図書館

階構成による
縦方向の音のゾーニング

低音域の音は、音
の回析が大きいた
め、姿が見えなくて
も回り込んで聞こ
えるが、図書館で
は音量は小さい。

子どもや女性の高
い声など「高音域」
の音は、音の回析
が小さいため、書
架などの障害物で
減衰が期待。

児童開架エリアは
書架が低いため、
「高音域」の音は
広がりやすいので、
直接当たる「天井・
壁」の吸音性能な
どが重要。

一般

66

9．海外事例（北欧の図書館）

1）OODI ヘルシンキ市立図書館 フィンランド

（音のゾーニング、階構成、課題解決）

2）DOKK1 オーフス市立図書館 デンマーク

（空間のつながり、交通アクセス、見える化）

3）DEICHMAN オスロ中央図書館 ノルウェー

（音のゾーニング、居場所、空間のつながり）

4）デンマーク図書館の児童サービス
（ベビーカー置場、育児父親、多様な活動）
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「OODI」 ヘルシンキ市立図書館 フィンランド

外観

外観

外観

1階 エントランス（チェス） 1階 カフェ 平面図 67

「OODI」 ヘルシンキ市立図書館 フィンランド

3階ベビーカー置き場

3階 児童開架

3階一般開架

2階 フリースペース 2階 メーカースペース（ミシン） 2階 音楽スタジオで使用可能楽器
68

「DOKK１」 オーフス市立図書館 デンマーク

69

1階 路面電車の停車場

1階 機械式駐車場

1階 駐輪場 2階 エントランスホール（行政サービス）

外観

「DOKK１」 オーフス市立図書館 デンマーク

70
3階ベビーカー置き場

3階 セミナーホール

2階と3階をつなぐ吹抜空間

3階 吹抜スペース

2階 ヤングアダルト

3階 児童開架

「DEICHMAN」オスロ中央図書館 ノルウェー

71

図書館 オペラハウス ムンク美術館

1階 エントランスホール

外観

1階 児童開架 1階 グッズ売り場

地下1階 一般開架

「DEICHMAN」オスロ中央図書館 ノルウェー

72天井の吸音材

2階から3階 段丘フリースペース

内観

上下階をつなぐ吹抜とスロープ 中間階のカウンター席

2階 一般開架
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コペンハーゲン市内の図書館 デンマーク

コペンハーゲン中央図書館 ベビーカー置場

ティンビア図書館/ｶﾙﾁｬｰﾊｳｽ
「コミュニティダイニング」

無料開催

レンテメスターヴェイ図書館 児童開架 ベビーカー置場

商業施設を図書館に転用

司書の沢広さん

育メン

2階児童開架と吹抜

現物サイン

エントランスホール

外観

73

74

まとめ

1）有機的につながる滞在型図書館

2）多機能融合型の図書館利用のきっかけと継続

3）地域全体で構築する多機能融合型の
施設づくりとネットワークづくり

4）多機能融合型図書館における「にぎわい」の
まちへの展開

有機的につながる滞在型図書館

75

■ 「成長する有機体」として、また「記憶の倉庫」としての図書館

• 図書館は地域住民の約3割しか利用していない。

• 図書館への「近づきやすさ」、アクセシビリティが重要。

→ （駐車場の確保、公共交通手段、ベビーカー置き場など）

• 滞在時間が長い、本を読むだけではなく、空間の体験や経験。

• いろんな種類の座席や閲覧席がある。→ 「選択肢」を用意。

• いろんな「場所」が用意され、いろんな「活動」に出会えること。

• 利用者が気持ちよく使える静と動の「音のゾーニング」を行う。

■新しい図書館と利用者の利用行動

• 新図書館利用者の約60～70％が「変化なし」の利用者。

• 利用が変化する割合は各図書館で異なるが、今まで使っていた
図書館を使わなくなるのではなく、利用の選択肢が広がる。

• 新規利用は約10～20％で、今まで利用してきた利用者にも向け
たサービスを継続しないと、見限られてしまう。

多機能融合型の図書館利用の「きっかけ」と「継続」

76

「多機能融合型」の図書館づくり → 「きっかけ」と「継続」

■きっかけ

• 来館を促し、興味を持ってもらうこと。

• 利用の選択肢を広げ、親しみ・近づきやすく。

• 本の貸し借りだけでない、多様な学びの場を用意。

• 身近な場所のステップ(踏み台)から活動の範囲を広げる。

（施設利用のスプリング・ボード現象）

■継続

• 活動の見える化、拠点化。

• 活動をアーカイブし、記憶する。

• 活動の記憶はいつでもどこでも見れる。

• 活動の段階に応じた場所とサポートの確保。
↓

図書館は「屋根のある広場」として、様々な学びの活動の器に！

ソウル市図書館「OUTDOOR LIBRARY」

地域全体で構築する多機能融合型の施設づくりとネットワークづくり

新しく多機能融合型の図書館を整備したからといって、地域
の課題がすべて解決できるわけではない。

⇓
・他の公共施設との連携。
・地域全体で構築したネットワークの中で図書館を捉え、
機能分担や役割分担の検討。

・機能連携や機能融合した活動の器を用意。
・ 「図書館」は多機能化するが、資料・情報提供は不変。

多機能融合型の図書館における「にぎわい」のまちへの展開
新しく多機能融合型の図書館ができると、来館者数は増加。

⇓
・施設内のカフェなどの店舗は入れ替わりが早い。
・利用者が施設内で飲料などを購入しない。
・利用者が建物周辺の街や地域へ広がっていない。

⇓
・新しく施設自体にできた新しい人流を、いかに周辺や地域
へ広げるかが、大きな課題。 77

ご清聴ありがとうございました。

78


